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は
じ
め
に

　

こ
こ
に
紹
介
す
る
「
兵
頭
守も

り

敬た
か

宛
谷
川
士こ
と

清す
が

書
簡
」
は
、
す
で
に
昭
和
一
三
年

（
一
九
三
八
）
に
景
浦
直な

お

孝た
か

（
稚
桃
、
一
八
七
五
―
一
九
六
二
）
に
よ
っ
て
『
伊
予

史
談
』
九
四
号
に
「
村
上
氏
所
蔵
谷
川
士
清
大
人
の
書
に
就
て
」
と
題
し
て
、
解

説
・
翻
刻
が
あ
る（

１
）。
た
だ
し
、
翻
刻
は
誤
読
や
飛
ば
し
読
み
が
あ
り
、
守
敬
を
勤
王

家
と
し
て
賞
賛
す
る
立
場
か
ら
の
記
述
で
、
や
や
主
観
的
な
見
方
や
し
か
る
べ
き
用

語
の
説
明
不
足
が
ま
ま
見
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
戦
前
と
い
う
時
代
に
あ
っ
て
、
資
料

整
理
や
諸
研
究
が
熟
し
て
い
な
い
状
況
は
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
行
き
届

い
た
考
察
が
行
わ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。
こ
の
よ
う
な
背
景
と
書
簡
の
重
要

性
を
鑑
み
て
、
本
稿
で
は
翻
刻
と
解
説
、
さ
ら
に
影
印
を
加
え
て
再
検
討
す
る
。
士

清
研
究
者
と
し
て
著
名
な
北
岡
四
良
氏
の
著
書
『
近
世
国
学
者
の
研
究　

谷
川
士
清

と
そ
の
周
辺
』（
初
版
、
一
九
七
七
）
に
も
、
本
書
簡
は
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
ら
ず
、

当
時
の
斯
界
に
情
報
が
共
有
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　

一　

書
誌
と
書
簡
本
文

書
簡
の
本
紙
は
四
分
割
さ
れ
て
軸
装
。
掛
け
軸
の
長
さ
一
三
六
・
五
糎
、
幅

六
三
・
二
糎
。
本
紙
は
縦
一
五
・
二
糎
、
横
は
各
五
二
・
四
糎
。
総
長
二
〇
二
・
八

糎
。
箱
書
き
に
は
「
谷
川
士
清
大
人
書
簡
」（
表
）
と
、「
昭
和
戊
寅
立
秋
後
七

日　

景
浦
稚
桃
謹
題
簽
（
朱
印
）」（
裏
）
と
墨
書
（
巻
末
写
真
掲
載
）。
架
蔵
。

　

箱
書
き
を
揮
毫
し
た
景
浦
氏
は
、
愛
媛
県
松
山
の
人
。
松
山
市
名
誉
市
民
。
号
は

稚
桃
。
す
な
わ
ち
前
述
の
「
村
上
氏
所
蔵
谷
川
士
清
大
人
の
書
に
就
て
」
を
執
筆
し

た
景
浦
氏
、そ
の
人
で
あ
る
。「
昭
和
戊
寅
」
は
昭
和
一
三
年
（
一
九
三
八
）
な
の
で
、

景
浦
氏
が
本
書
簡
を
『
伊
予
史
談
』
に
発
表
し
た
、
ま
さ
に
そ
の
年
で
あ
る
。

　

差
出
人
の
谷
川
士
清
（
淡
斎
、
一
七
〇
九
│
一
七
七
六
）
は
、
伊
勢
安
濃
津
の
国

学
者
で
、『
日
本
書
紀
通
証
』、『
和
訓
栞
』
を
刊
行
し
た
こ
と
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

兵
頭
守
敬
宛
谷
川
士
清
書
簡
に
つ
い
て

中
　
川
　
　
　
豊

＊
キ
ー
ワ
ー
ド

　
　
　

谷
川
士
清
・
兵
頭
守
敬
・
賀
茂
真
淵
・
景
浦
直
孝
・
伊
予
大
洲
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本
業
は
町
医
者
で
あ
っ
た
。
宛
名
は
、
兵
頭
守
敬
（
一
七
〇
九
│
一
七
五
七
）
で
、

伊
予
大
洲
八
幡
神
社
の
神
主
。式
部
と
も
称
す
。「
荷
田
春
満
、賀
茂
真
淵
と
も
交
わ
っ

た
」
と
い
う（

２
）。

そ
れ
で
は
翻
刻
を
示
す
。
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
漢
字
は
通
行
の
字

体
に
改
め
、
適
宜
濁
点
・
句
読
点
を
附
し
た
。

〔
本
文
翻
刻
〕

先
日
之
御
状
飛
脚
へ
相

渡
候
所
、
唯
今
貴
書
到

来
、
愈
御
清
勝
珍
重
ニ

奉
存
候
。
諸
名
所
御
経
歴
之

事
、
御
浦
山
敷
候
。
御
詠

草
之
御
点
も
拝
見
仕
度
、

尚
又
な
ほ
西
国
経
過
之　

哥
も
御
点
有
之
候
ハ
ヾ
、
承

度
奉
存
候
旨
、
御
伝
可
被
下
候
。

毎
度
、

宮
御
方
へ
御
参
被
成
候

義
、
一
入
敬
羨
之
至
ニ
御
座
候
。

堂
上
方
珍
敷
御
哥
も
候
ハ
ヾ
、

為
御
聞
可
被
下
候
。

通
証
世
話
御
料
之
事
、

玉
と
な
ほ
へ
御
談
置
被
下
候
旨
、

忝
奉
存
候
。
板
も
あ
づ
け
置
候

段
、
御
申
伝
可
被
下
と
奉
存
候
。

板
成
就
ま
で
の
な
ほ
世

話
、
大
き
な
る
事
ニ
御
座
候
。

無
退
屈
、
御
世
話
被
下
候
様

御
申
通
可
被
下
候
。

看
板
之
事
、
今
日
も
申
遣
、

尚
又
風
月
へ
も
申
遣
候
。

能
呑
込
被
下
候
旨
、
致
大

悦
候
。

板
下
ハ
広
瀬
才
治
と
申
候

へ
頼
申
候
段
、
風
月
よ
り

申
来
候
。
此
書
、
風
月
世

話
被
申
候
事
、
中
間
へ
遠

慮
有
之
候
段
、
兼
而
貴
様

に
も
御
心
得
置
可
被
下
候
。
内
証
ハ

風
月
い
た
さ
れ
候
得
共
、

世
話
分
ハ
な
ほ
ニ
て
御
座
候

よ
し
、
其
内
様
子

御
聞
被
成
候
ハ
ヾ
、
可
被
仰
遣
下
候
。

も
は
や
首
巻
ハ
才
治
へ

被
頼
候
と
奉
存
候
。
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さ
す
が
相
届
候
。

羽
倉
出
羽
守
、
外
事
ニ
付

存
寄
候
儀
有
之
、
御
頼
申

上
候
。
拙
在
京
仕
候
節
、
知
辺

有
之
、
羽
倉
摂
津
守
へ

出
会
仕
候
筈
ニ
候
処
、
間
違

無
御
座
候
。
伝
言
申
遣
置
候

ハ
、
日
本
紀
書
入
考
説
等

御
座
候
ハ
ヾ
、
拝
見
仕
度
候
段
、

尚
又
万
葉
等
に
も
拙
者
存

入
も
有
之
候
旨
、
可
得
御
意
候
と

ま
で
ニ
御
仰
候
。
其
後
絶

音
問
候
。
然
る
所
、
先
日
入

御
覧
候
百
人
一
首
古
説
、

岡
部
三
枝
作
、
羽
倉
東
進

校
と
承
候
。
右
岡
部
三
枝

と
申
候
人
、
賀
茂
真
淵
と

古
説
ニ
有
之
候
。
い
づ
方
住
居

ニ
候
哉
。
羽
倉
氏
ハ
江
戸
住
と

被
存
候
。
古
説
ノ
内
ニ
何
ヶ
所
も

存
寄
之
事
共
有
之
、
講
究

仕
度
候
。
且
又
、
拙
作
通
証

ニ
た
よ
り
な
る
事
多
有
之
候

ハ
ん
と
奉
存
候
。
羽
倉
氏
、
又
ハ

岡
部
氏
書
入
之
日
本
紀
有
之

候
ハ
ヾ
、
何
と
ぞ
拝
借
仕
度
候

は
ゞ
、
仕
立
様
何
と
ぞ
、
御
働

に
て
相
成
可
申
候
ハ
ヾ
、
至
幸

之
義
ニ
候
。
出
羽
殿
へ
御
相
談

被
下
候
而
ハ
如
何
ニ
御
座
候
哉
。
御

頼
申
上
候
。
尤
百
人
一
首
古
説

驚
入
申
候
。
御
述
作
、
尚
又
拙
者

通
証
ノ
事
く
わ
し
く

御
物
語
被
下
度
奉
存
候
。
事
ニ
よ
り

岡
部
氏
へ
ハ
書
通
に
て
可

得
御
意
候
様
ニ
も
奉
存
候
。
古

説
板
行
も
被
成
候
ハ
ヾ
、
拙
夫

存
入
候
事
共
、
得
御
意
可
申
候
。

右
日
本
紀
之
御
考
初
御
見

被
下
候
ハ
ヾ
、
両
方
と
も
に
大
ニ

益
有
之
候
ハ
ん
と
奉
存
候
間
、

如
此
御
座
候
。
今
日
ハ
少
病　
　

間
ニ
候
間
、
御
状
拝
見
の
ま
ゝ

早
々
乱
筆
御
免
可
被
下
候
。
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神
庫
殿
、
典
身
殿
へ
も

御
心
得
被
成
可
被
下
候
。
頓
首

六
月
十
一
日　

谷
川
淡
斎

兵
頭
式
部
様

　
　
　

二　

書
簡
の
執
筆
年
代

　

執
筆
の
年
代
特
定
は
、
荷
田
在
満
の
居
住
地
に
つ
い
て
問
う
記
述
が
手
が
か
り
と

な
る
。
書
簡
中
「
岡
部
三
枝
と
申
候
人
、
賀
茂
真
淵
と
古
説
ニ
有
之
候
。
い
づ
方
住

居
ニ
候
哉
。
羽
倉
氏
ハ
江
戸
住
と
被
存
候
」
と
あ
り
、
在
満
（
羽
倉
）
に
つ
い
て

は
、
江
戸
住
み
と
思
わ
れ
ま
す
と
士
清
は
推
定
し
て
い
る
。
在
満
の
没
年
は
寛
延
四

年
（
一
七
五
一
・
宝
暦
元
年
）
で
あ
る
。
従
っ
て
本
書
簡
の
執
筆
は
、
寛
延
四
年
を

そ
れ
ほ
ど
経
過
し
て
い
な
い
は
ず
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
士
清
が
在
満
の
死
を
知
る

ま
で
の
タ
イ
ム
ラ
グ
は
、
多
少
踏
ま
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

執
筆
年
代
の
上
限
は
、『
百
人
一
首
古
説
』
が
成
立
し
た
と
さ
れ
る
寛
保
三
年

（
一
七
四
三
）
頃
と
い
う
研
究
成
果
を
踏
ま
え
る
と（

３
）、
寛
保
三
年
か
ら
宝
暦
元
年

（
一
七
五
一
）
の
間
と
推
測
す
る
が
、
さ
ら
に
執
筆
時
期
を
絞
る
手
が
か
り
と
し
て
、

巻
頭
に
出
て
く
る
守
敬
の
諸
国
名
所
の
遍
歴
と
、
有
栖
川
宮
邸
へ
の
訪
問
が
上
げ
ら

れ
る
。「
谷
川
士
清
年
譜
補
正
再
稿（

４
）」
に
よ
る
と
、
宝
暦
元
年
の
閏
六
月
に
「
兵
頭

守
敬
来
訪
」
と
、
守
敬
が
士
清
を
訪
問
し
た
記
載
が
あ
る
。
出
典
は
不
明
で
あ
る
も

の
の
、
こ
の
記
述
を
踏
ま
え
る
と
本
書
簡
執
筆
時
期
は
、
宝
暦
元
年
に
守
敬
が
士
清

邸
訪
問
の
後
に
、
有
栖
川
邸
に
立
ち
寄
り
、
物
見
遊
山
し
て
大
洲
に
帰
国
し
た
頃
で

は
な
か
ろ
う
か
。
景
浦
氏
は
、『
日
本
書
紀
通
証
』
の
起
稿
・
脱
稿
・
河
北
景
楨
の
序
文
・

正
親
町
実
連
の
序
文
・
刊
行
か
ら
、「
此
書
翰
は
恐
ら
く
宝
暦
六
年
頃
の
も
の
で
あ

ろ
う
と
察
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
」
と
推
測
し
て
い
る
が
、
少
な
く
と
も
『
百
人
一
首

古
説
』
成
立
後
か
ら
、
在
満
の
没
後
間
も
な
い
時
期
ま
で
に
記
さ
れ
て
い
た
と
捉
え

て
お
き
た
い
。

　

そ
れ
で
は
、
順
を
追
っ
て
解
説
を
加
え
て
い
く
。
書
簡
は
内
容
が
大
き
く
三
つ
に

分
か
れ
る
。
書
簡
の
一
部
を
太
字
で
引
用
し
な
が
ら
、
解
説
を
加
え
て
い
く
。

　
　
（
ア
）
守
敬
の
京
都
で
の
動
向

　
　
（
イ
）『
日
本
書
紀
通
証
』
出
版
の
経
緯

　
　
（
ウ
）
賀
茂
真
淵
の
書
入
『
日
本
書
紀
』
の
貸
借
希
望

　
　
　

三　
（
ア
）
守
敬
の
京
都
で
の
動
向

「
諸
名
所
御
経
歴
之
事
、
御
浦
山
敷
候
。
御
詠
草
之
御
点
も
拝
見
仕
度
」

　

書
簡
は
、
守
敬
が
諸
国
を
経
巡
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
士
清
が
「
御
浦
山
敷
候
」

と
伝
え
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。「
御
詠
草
之
御
点
も
拝
見
仕
度
」
は
、
守
敬
が
有
栖

川
宮
職
仁
親
王
の
和
歌
門
弟（

５
）で
あ
っ
た
の
で
、
職
仁
親
王
に
よ
り
添
削
さ
れ
た
守
敬

の
詠
草
を
士
清
が
拝
見
し
た
い
旨
を
伝
え
て
い
る
。

「
な
ほ
西
国
経
過
之
哥
も
御
点
有
之
候
ハ
ヾ
、
承
度
奉
存
候
旨
、
御
伝
可
被
下
候
」

　
「
な
ほ
」な
る
人
物
が
登
場
す
る
。
な
ほ
が
西
国
を
経
由
し
た
際
の
詠
草
も「
御
点
」
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が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
謹
ん
で
お
受
け
し
た
い
と
伝
え
て
い
る
。
御
点
は
文
脈
か
ら

職
仁
親
王
と
み
ら
れ
る
。
な
ほ
の
詠
草
に
つ
い
て
も
職
仁
親
王
に
よ
る
添
削
詠
草
が

あ
れ
ば
拝
見
し
た
い
と
い
う
、
士
清
の
申
し
出
を
な
ほ
に
取
り
次
い
で
ほ
し
い
と
守

敬
に
依
頼
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
ほ
は
守
敬
と
「
西
国
」
を
同
道
し
て
い
た
か
も

し
れ
な
い
。
な
ほ
は
、
後
述
の
『
日
本
書
紀
通
証
』
出
版
に
お
い
て
、「
通
証
世
話

御
料
之
事
、
玉
と
な
ほ
へ
御
談
置
被
下
候
旨
」
と
出
て
き
て
お
り
、「
玉
」
と
共
に
、

な
ほ
が
『
日
本
書
紀
通
証
』
の
出
版
に
関
わ
っ
て
い
る
と
確
認
で
き
る
。
な
ほ
と

玉
は
女
性
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
読
み
進
め
る
と
、「
内
証
ハ
風
月
い
た
さ
れ
候
得
共
、

世
話
分
ハ
な
ほ
ニ
て
御
座
候
」
と
あ
る
。「
内
証
」「
世
話
分
」
が
ど
の
よ
う
な
意
味

か
判
然
と
し
な
い
の
だ
が
、『
日
本
書
紀
通
証
』
出
版
に
関
わ
り
、
両
人
の
重
要
な

立
場
が
窺
え
る
。「
な
ほ
」
を
景
浦
氏
は
「
西
本
」
と
判
読
し
て
い
る
が
、「
西
」
と

読
む
に
は
運
筆
の
崩
し
に
や
や
無
理
が
あ
ろ
う
。
士
清
の
詠
草
集
『
恵
露
草
』
序
文

に
よ
る
と
士
清
は
、
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
五
月
二
十
一
日
に
職
仁
親
王
の
和
歌

門
弟
と
な
っ
て
い
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
本
書
簡
が
宝
暦
元
年
に
執
筆
さ
れ
た
と

い
う
推
測
に
基
づ
け
ば
、
そ
の
翌
年
に
士
清
は
職
仁
親
王
へ
入
門
し
た
こ
と
と
な
る
。

「
毎
度
、
宮
御
方
へ
御
参
被
成
候
義
～
堂
上
方
珍
敷
御
哥
も
候
ハ
ヾ
、
為
御
聞
可
被

下
候
」

　

守
敬
が
上
京
の
際
に
は
有
栖
川
宮
邸
へ
立
ち
寄
っ
て
い
た
様
子
や
、
宮
中
で
の
御

会
和
歌
を
積
極
的
に
入
手
し
よ
う
と
い
う
士
清
の
様
相
が
窺
え
よ
う
。
守
敬
の
御
子

孫
、
常
磐
井
守
道
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
と
、
兵
頭
家
は
守
敬
の
二
代
後
守も

り

貫つ
ら

の
代
に

到
り
、
有
栖
川
宮
家
よ
り
「
常
磐
井
」
の
姓
を
賜
り
、
以
後
常
磐
井
家
は
当
主
が
替

わ
る
と
、
有
栖
川
宮
邸
へ
挨
拶
に
参
上
す
る
の
が
、
家
の
習
わ
し
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　
　
　

四　
（
イ
）『
日
本
書
紀
通
証
』
出
版
の
経
緯

「
通
証
世
話
御
料
之
事
、
玉
と
な
ほ
へ
御
談
置
被
下
候
旨
、
忝
奉
存
候
」

　

話
題
は
士
清
の
著
書
『
日
本
書
紀
通
証
』
の
出
版
に
移
る
。『
日
本
書
紀
通
証
』

出
版
に
お
い
て
、
守
敬
が
玉
と
な
ほ
へ
取
り
な
し
を
し
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
士
清

の
謝
意
を
伝
え
て
い
る
。「
料
」
は
、
肝
煎
り
を
省
略
し
た
言
い
回
し
で
、「
肝
」
か
。

「
板
成
就
ま
で
の
な
ほ
世
話
、
大
き
な
る
事
ニ
御
座
候
」

　

な
ほ
は
、
彫
師
と
の
調
整
役
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
後
述
で
は
「
内
証
ハ
風
月
い

た
さ
れ
候
得
共
、
世
話
分
ハ
な
ほ
ニ
て
御
座
候
」
な
ど
と
み
ら
れ
る
。「
世
話
分
」

の
意
は
、
は
っ
き
り
し
な
い
も
の
の
、
な
ほ
が
主
版
元
の
風
月
（
後
述
）
と
同
等
な

位
置
を
占
め
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
な
ほ
は
和
歌
の
詠
出
や
出
版
に
携
わ
る
女
性
で

も
あ
り
、
興
味
深
い
人
物
で
あ
る
。
守
敬
の
親
族
と
も
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
玉

も
含
め
て
『
兵
頭
氏
系
図（

６
）』
に
は
記
載
が
な
い
。

「
看
板
之
事
、
今
日
も
申
遣
、
尚
又
風
月
へ
も
申
遣
候
」

　
「
看
板
」
は
、
新
刊
本
が
出
た
と
き
に
本
屋
が
店
頭
に
貼
り
出
す
宣
伝
ビ
ラ
み
た

い
な
も
の
を
指
す
か
。「
風
月
」
は
、
風
月
荘
（
庄
）
左
衞
門
。『
日
本
書
紀
通
証
』

は
「
五
條
天
神
宮
」
の
蔵
版
書
で
、
風
月
は
出
雲
寺
文
治
郎
・
吉
田
四
郎
右
𫟘
門
・

山
本
平
左
衞
門
・
村
上
勘
兵
衞
・
越
後
屋
太
兵
衞
と
と
も
に
「
売
弘
所
」
と
し
て
そ

の
名
を
連
ね
る
が
、
こ
こ
で
は
単
な
る
売
弘
で
は
な
く
、
こ
の
書
簡
か
ら
実
質
的
な

主
版
元
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
と
き
の
風
月
堂
は
、
国
学
に
通
じ
て
い
た
風

月
堂
中
興
の
重
淵
（
漢
学
者
沢
田
一
斎
）
と
比
定
で
き
よ
う
。
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「
板
下
ハ
広
瀬
才
治
と
申
候
へ
頼
申
候
段
、
風
月
よ
り
申
来
候
」

　

広
瀬
才
治
は
筆
耕（

７
）。

本
書
簡
は
や
は
り
、
宝
暦
元
年
の
脱
稿
後
、
こ
れ
か
ら
ま
さ

に
板
下
書
き
が
は
じ
ま
る
と
い
っ
た
段
階
で
の
書
簡
で
は
な
い
か
。

「
さ
す
が
相
届
候
」

　

予
想
さ
れ
た
と
お
り
で
、
納
得
す
る
様
子
で
あ
ろ
う
。「
能
呑
込
」
な
ど
を
踏
ま

え
る
と
、
風
月
が
手
は
ず
よ
く
行
き
届
い
た
対
応
を
し
て
く
れ
て
い
る
と
い
う
意
。

あ
る
い
は
、「
さ
す
が
」
は
小
刀
で
、
小
刀
が
届
い
た
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
か
。

た
だ
し
文
脈
か
ら
は
唐
突
な
感
が
あ
る
。

　
　
　

五　
（
ウ
）
賀
茂
真
淵
の
書
入
『
日
本
書
紀
』
の
貸
借
希
望

「
羽
倉
出
羽
守
、
外
事
ニ
付
存
寄
候
儀
有
之
、
御
頼
申
上
候
～
其
後
絶
音
問
候
」

　

宝
暦
の
頃
、
羽
倉
・
荷
田
で
出
羽
守
は
羽
倉
信
舎
（
一
六
九
二
│
一
七
六
一
）
が

該
当
す
る
。
摂
津
守
は
羽
倉
信
名
（
一
六
八
五
│
一
七
五
一
）
で
あ
ろ
う
。
子
の
信

郷
が
摂
津
守
に
任
じ
ら
れ
た
の
は
、
寛
延
四
年
（
一
七
五
一
）
四
月
、
信
名
没
後（

８
）。

か
つ
て
、士
清
が
上
洛
し
た
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
は
、信
郷
六
歳
で
考
え
に
く
い
。

信
舎
に
は
、
他
の
こ
と
で
思
い
寄
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
あ
な
た
（
守
敬
）
に
お

頼
み
し
ま
す
、
と
ま
ず
述
べ
る
。
士
清
が
在
京
の
際
、
信
名
に
出
会
う
予
定
で
あ
っ

た
の
は
確
か
で
あ
っ
た
が
、
信
舎
へ
の
伝
言
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。『
日
本
書
紀
』

へ
の
書
き
入
れ
や
考
察
等
が
あ
れ
ば
拝
見
し
た
い
こ
と
と
、
士
清
自
身
の
『
万
葉
集
』

に
つ
い
て
の
考
え
が
あ
る
旨
を
伝
え
た
が
、
そ
の
後
信
舎
と
の
音
信
は
途
絶
え
た
よ

う
だ
。

「
先
日
入
御
覧
候
百
人
一
首
古
説
、
岡
部
三
枝
作
、
羽
倉
東
進
校
と
承
候
。
右
岡
部

三
枝
と
申
候
人
、
賀
茂
真
淵
と
古
説
ニ
有
之
候
。
い
づ
方
住
居
ニ
候
哉
。
羽
倉
氏
ハ

江
戸
住
と
被
存
候
」

　

士
清
は
守
敬
に
『
百
人
一
首
古
説
』
を
見
せ
た
。
前
述
し
た
通
り
士
清
は
『
百
人

一
首
古
説
』
を
通
し
て
は
じ
め
て
真
淵
の
存
在
を
知
る
。
そ
し
て
ど
こ
に
居
住
し
て

い
る
の
か
を
守
敬
に
尋
ね
て
い
る
。
こ
れ
は
、
後
に
出
て
く
る
よ
う
に
、
士
清
が
真

淵
に
「
事
ニ
よ
り
岡
部
氏
へ
ハ
書
通
に
て
可
得
御
意
候
様
ニ
も
奉
存
候
」
と
、
書

簡
に
よ
る
接
近
が
念
頭
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
真
淵
の
江
戸
移
住
は
元
文
二
年

（
一
七
三
七
）
三
月
、真
淵
四
一
歳
。
後
に
出
て
く
る
「
尤
百
人
一
首
古
説
驚
入
申
候
」

に
、
士
清
の
『
百
人
一
首
古
説
』
へ
の
高
い
評
価
が
窺
え
る
。

「
拙
作
通
証
ニ
た
よ
り
な
る
事
多
有
之
候
ハ
ん
と
奉
存
候
。
羽
倉
氏
、
又
ハ
岡
部
氏

書
入
之
日
本
紀
有
之
候
ハ
ヾ
、
何
と
ぞ
拝
借
仕
度
候
は
ゞ
、
仕
立
様
何
と
ぞ
、
御
働

に
て
相
成
可
申
候
ハ
ヾ
、
至
幸
之
義
ニ
候
。
出
羽
殿
へ
御
相
談
被
下
候
而
ハ
如
何
ニ

御
座
候
哉
。
御
頼
申
上
候
」

　
『
百
人
一
首
古
説
』
の
う
ち
に
考
察
す
る
点
が
あ
り
、
研
究
し
て
い
き
た
い
旨
を

士
清
が
守
敬
に
伝
え
た
後
、
士
清
は
自
著
『
日
本
書
紀
通
証
』
に
真
淵
が
た
よ
り
と

な
る
こ
と
が
多
々
あ
る
と
付
け
加
え
る
。
そ
の
上
で
、
士
清
は
「
羽
倉
氏
、
又
ハ
岡

部
氏
書
入
之
日
本
紀
有
之
候
ハ
ヾ
、
何
と
ぞ
拝
借
仕
度
候
」
と
、
両
人
書
入
れ
『
日

本
書
紀
』
の
入
手
を
守
敬
へ
懇
願
す
る
。「
出
羽
殿
へ
御
相
談
被
下
候
而
ハ
如
何
ニ

御
座
候
哉
」
と
、
在
満
・
真
淵
の
書
入
れ
『
日
本
書
紀
』
を
入
手
す
る
手
段
と
し
て
、

羽
倉
出
羽
守
こ
と
信
舎
に
相
談
し
て
み
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
と
、
依
頼
し
て
い
る
。

そ
の
入
手
の
方
法
に
ま
で
、
守
敬
に
言
及
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
士
清
の
並
々
な
ら
ぬ
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強
い
意
欲
が
窺
え
る
。

「
御
述
作
、
尚
又
拙
者
通
証
ノ
事
く
わ
し
く
御
物
語
被
下
度
奉
存
候
。
事
ニ
よ
り
岡

部
氏
へ
ハ
書
通
に
て
可
得
御
意
候
様
ニ
も
奉
存
候
」

　
「
御
述
作
」
は
、
宛
名
主
で
あ
る
守
敬
の
「
述
作
」
と
捉
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。

守
敬
が
羽
倉
信
舎
に
在
満
・
真
淵
両
人
の
『
日
本
書
紀
』
書
入
れ
本
の
貸
借
を
相
談

す
る
際
に
、守
敬
の
著
作
と
と
も
に
士
清
自
身
の
『
日
本
書
紀
通
証
』
に
つ
い
て
「
く

わ
し
く
」
語
っ
て
ほ
し
い
と
守
敬
に
依
頼
し
て
い
る
。
士
清
は
自
著
『
日
本
書
紀
通

証
』
を
も
っ
て
何
と
か
信
舎
の
関
心
を
引
き
つ
け
、
信
舎
を
通
じ
て
在
満
・
真
淵
の

書
き
入
れ
本
『
日
本
書
紀
』
入
手
に
こ
ぎ
着
け
よ
う
と
策
を
巡
ら
せ
て
い
る
。

　

士
清
が
執
拗
に
真
淵
・
在
満
書
入
れ
の
『
日
本
書
紀
』
の
貸
借
を
望
ん
だ
の
は
、

真
淵
の
意
見
を
踏
ま
え
た
『
日
本
書
紀
通
証
』
の
補
完
を
目
指
し
て
い
た
か
ら
で
あ

ろ
う
。
こ
の
点
、
景
浦
氏
の
「
真
淵
在
満
等
の
日
本
書
紀
書
入
を
借
覧
し
て
、
自
家

の
講
究
に
資
し
、
自
著
日
本
書
紀
通
証
の
完
璧
を
期
せ
む
こ
と
を
希
望
」
と
の
指
摘

は
的
を
射
て
い
よ
う
。
寛
延
四
年
は『
日
本
書
紀
通
証
』が「
脱
稿
」さ
れ
た
年
で
あ
っ

た
が
、実
際
の
刊
行
は
宝
暦
十
二
年
と
、一
一
年
後
で
あ
る
。
士
清
は
、脱
稿
後
も
『
日

本
書
紀
』
の
考
察
を
継
続
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、真
淵
の
存
在
が
無
視
で
き
な
か
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。

「
古
説
板
行
も
被
成
候
ハ
ヾ
、
拙
夫
存
入
候
事
共
、
得
御
意
可
申
候
。
右
日
本
紀
之

御
考
初
御
見
被
下
候
ハ
ヾ
、
両
方
と
も
に
大
ニ
益
有
之
候
ハ
ん
と
奉
存
候
間
、
如
此

御
座
候
」

　

士
清
は
『
百
人
一
首
古
説
』
が
刊
行
さ
れ
る
際
に
は
（
実
際
は
未
刊
行
）、
自
身

が
思
案
し
て
い
る
こ
と
ど
も
を
「
御
意
」
を
得
て
か
ら
申
し
ま
し
ょ
う
、
と
真
淵
に

対
す
る
気
遣
い
を
示
し
つ
つ
も
、考
え
を
述
べ
る
こ
と
に
積
極
的
で
あ
る
。「
得
御
意
」

は
真
淵
の
意
思
を
伺
っ
て
か
ら
で
あ
ろ
う
が
、
あ
る
い
は
お
目
に
か
か
っ
て
か
ら
か
。

真
淵
か
ら
『
日
本
書
紀
』
に
つ
い
て
の
考
察
を
示
し
て
く
れ
た
な
ら
ば
、
両
人
と
も

に
有
益
で
あ
る
、
と
士
清
は
自
負
す
る
。

「
神
庫
殿
、
典
身
殿
へ
も
御
心
得
被
成
可
被
下
候
」

　

神
庫
は
兵
頭
守
枝
（
一
七
三
八
│
一
七
八
七
）。
守
敬
の
長
子
で
、
士
清
は
師
に

あ
た
る
。
典
身
は
不
詳
。
守
敬
の
親
族
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　

最
後
に

　

本
書
簡
の
価
値
は
『
百
人
一
首
古
説
』
を
通
じ
て
、
士
清
の
真
淵
観
が
窺
え
る
と

い
う
点
が
ま
ず
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
景
浦
氏
も
引
用
し
て
い
る
が
、
従
来
真
淵
の
『
ま

な
び
の
あ
げ
つ
ろ
ひ
』
は
、『
日
本
書
紀
通
証
』
を
通
し
た
士
清
に
対
す
る
負
の
評

価
が
吐
露
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
た
（
以
下
、
引
用
文
に
句
読
点
を
付
し

た
）。「
近
き
こ
ろ
、
谷
川
丹

（
マ
マ
）斎
と
い
ふ
も
の
日
本
紀
の
註
を
か
き
た
り
。
是
は
儒
を

学
べ
る
人
故
に
文
字
の
出
所
な
ど
書
し
は
さ
も
有
こ
と
な
り
。
文
を
解
し
は
大
か
た

わ
ろ
し
。
こ
と
に
古
文
古
歌
を
し
ら
ず
。
後
世
歌
、
後
世
意
又
儒
意
を
は
な
れ
ず
し

て
こ
と
せ
ば
し
。
と
る
に
た
ら
ぬ
事
な
り（

９
）」。
こ
の
姿
勢
は
、
本
居
宣
長
宛
真
淵
書

簡
で
も
同
様
で
、「
其
通
証
を
見
候
所
、
神
代
上
下
は
、
垂
加
が
門
人
の
よ
し
に
て
、

元
来
宋
学
の
余
流
を
以
て
論
ぜ
る
也
、
谷
川
此
旧
謬
を
不　
レ
離
、
皆
附
会
也
、
空
談
也
、

神
武
紀
以
下
に
は
、
事
実
文
字
の
出
所
地
名
等
は
、
よ
く
考
し
も
の
と
見
え
て
、
用

有
こ
と
多
く
、
其
外
、
語
釈
或
は
古
歌
を
引
に
、
夫
木
様
の
も
の
ま
で
も
引
し
は
、
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天
下
の
代
々
の
様
を
不　
レ
離
と
見
え
た
り（
（1
（

」
と
、出
典
の
記
載
は
褒
め
て
い
る
も
の
の
、

そ
の
他
は
ま
っ
た
く
評
価
し
て
い
な
い
。『
ま
な
び
の
あ
げ
つ
ろ
ひ
』
は
続
け
て
、「
大

意
の
違
ひ
し
か
ば
論
む
づ
か
し
く
て
、
お
の
れ
よ
り
は
の
が
れ
て
の
み
を
り
ぬ
」
と
、

真
淵
は
士
清
を
避
け
る
と
い
う
有
様
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
本
書
簡
は
士
清
の
真
淵

観
を
如
実
に
語
っ
て
い
る
。
士
清
は
真
淵
と
対
照
的
で
、
真
淵
の
学
識
に
感
服
し
て
、

積
極
的
に
接
触
の
策
を
巡
ら
し
、
学
的
交
流
を
計
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
本
書
簡
は
『
日
本
書
紀
通
証
』
の
出
版
経
緯
を
伝
え
る
資
料
と
し
て
も
見

逃
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
さ
ら
に
兵
頭
守
敬
が
、
有
栖
川
宮
職
仁
親
王
や
荷
田
信

舎
な
ど
と
結
び
つ
き
、『
日
本
書
紀
通
証
』
出
版
に
も
仲
介
の
労
を
取
っ
て
い
る
な

ど
、
地
方
の
一
神
官
と
し
て
の
立
場
を
越
え
た
、
広
い
学
識
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
備

え
た
人
物
と
判
明
す
る
点
で
も
資
料
的
な
価
値
が
見
い
だ
せ
よ
う
。
守
敬
は
寛
延
三

年
（
一
七
五
〇
）
に
地
元
大
洲
に
文
庫
を
建
立
し
て
い
る（

（1
（

。
こ
の
よ
う
な
蔵
書
の
集

積
も
京
都
と
の
太
い
パ
イ
プ
が
あ
っ
て
の
所
産
と
み
て
お
き
た
い
。

〔
注
〕

（
１
）�「
村
上
氏
所
蔵
谷
川
士
清
大
人
の
書
に
就
て
」
は
、『
常
磐
井
厳
戈
先
生　

百

年
祭
記
念
』（
常
磐
井
厳
戈
先
生
遺
徳
顕
彰
会
記
念
出
版
委
員
会
編
、

一
九
六
六
）
に
も
再
録
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）�

注
１
『
常
磐
井
厳
戈
先
生　

百
年
祭
記
念
』
五
三
頁
。

（
３
）�『
賀
茂
真
淵
全
集
』
第
十
二
巻
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
八
七
）
の
解
説
。

三
一
六
頁
。

（
４
）�

北
岡
四
良
『
復
刻
近
世
国
学
者
の
研
究　

谷
川
士
清
と
そ
の
周
辺
』（
皇
學
館

大
学
出
版
部
、
一
九
九
六
。
初
版
は
一
九
七
七
）
一
六
七
頁
。

（
５
）�『
大
洲
市
誌
』（
大
洲
市
誌
編
纂
会
、
一
九
七
二
）
六
八
〇
頁
。『
愛
媛
県
史　

学
問
宗
教
』（
愛
媛
県
史
編
さ
ん
委
員
会
、
一
九
八
五
）
四
四
一
頁
。

（
６
）�『
大
洲
八
幡
神
社
祭
礼
総
合
調
査
報
告
書
』（
大
洲
市
教
員
委
員
会
、
二
〇
一
九
）

一
七
九
頁
。

（
７
）�

宗
政
五
十
緒
『
日
本
近
世
文
苑
の
研
究
』（
未
来
社
、
一
九
七
七
）
所
収
「
松

峽　

松
室
煕
載
年
譜
」
享
保
一
五
年
九
月
二
六
日
条
に
「
傭
書
生
広
瀬
才
治
」

と
掲
出
。

（
８
）�

一
戸
渉
『
上
田
秋
成
の
時
代　

上
方
和
学
研
究
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
一
二
）

一
九
一
頁
。

（
９
）�『
増
訂
賀
茂
真
淵
全
集
』
巻
一
二
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
三
二
）
三
一
〇
頁
。

（
10
）�『
本
居
宣
長
全
集
』
別
巻
三
（
筑
摩
書
房
、
一
九
九
三
）「
来
簡
集
」
所
収
本

居
宣
長
宛
賀
茂
真
淵
書
簡
九
四
。

（
11
）�

文
庫
は
伊
予
最
古
の
図
書
館
な
ど
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
昭
和
三
一
年
、
大

洲
市
史
跡
指
定
。
蔵
書
は
一
時
五
千
冊
と
も
一
万
冊
と
も
い
わ
れ
た
と
い
う
。

常
磐
井
守
道
氏
に
よ
る
と
、
現
在
は
お
よ
そ
一
二
〇
〇
か
ら
一
五
〇
〇
冊
ほ

ど
が
伝
存
。
し
か
し
平
成
三
〇
年
七
月
の
豪
雨
災
害
に
よ
り
文
庫
・
蔵
書
も

被
害
を
受
け
、
再
建
に
向
け
た
支
援
活
動
が
続
行
中
で
あ
る
こ
と
を
付
言
し

て
お
く
。
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〈
付
記
〉
本
書
簡
の
読
解
に
つ
い
て
塩
村
耕
氏
・
村
岡
幹
生
氏
に
、
ご
教
示
を
賜
り

ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
常
磐
井
守
道
氏
に
は
、
資
料
提
供
を
受
け
、

文
庫
・
守
敬
墓
地
へ
案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
本

研
究
は
、JSPS
科
研
費21K

00467

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。

箱
書
き
（
表
）

箱
書
き
（
裏
）

本
文
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近世期の兵頭家墓地。そもそも墓石は存在せず、守敬の墓は特定できない。
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